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⼀般的な安全予防措置

注記 操作者が守るべき、特別な技術要件を⽰します。 

INFICON HLD5000 リークディテクタは、適切にまたこのテクニカルハンドブック
に従って使⽤されるとき、安全で効率的な操作を⾏えるように設計されています。
本章およびこのテクニカルハンドブックを通して説明されたすべての安全予防措
置を注意深くお読みになり、それを厳守することはユーザーの責任です。 HLD5000
は適切な条件で、またこのテクニカルハンドブックで説明した条件下でのみ運転す
る必要があります。 本装置の運転とメンテナンスは、訓練を受けたスタッフしか⾏
うことができません。 特定の規定および規制に関しては、地⽅⾃治体または国の関
係機関にお問い合わせください。 安全、運転、またはメンテナンスに関するその他
の質問は、最寄りの⽀店にお問い合わせください。

次の予防措置に従わなかった場合、重傷を負う結果になります。

警 告

オペレーターに対する危険を防⽌するために、厳格に遵守しなければならない操
作⼿順を説明します。

注 意
HLD5000 リークディテクタの損傷や破壊を防ぐために、厳格に遵守しなければな
らない操作⼿順を説明します。 

警 告

HLD5000は⽔中または⽔の流れる場所、⽔滴のある場所で操作しないでください。
⽔以外の液体についても同様の注意が必要です。
HLD5000 は室内運転専⽤です。

警 告

爆発の危険があ り ます！

この機器は、爆発の危険がある区域で動作させると、爆発性混合物の発⽕につな
がるおそれがあります。
この機器は、必ず、爆発の危険がある区域外で使⽤してください。

警 告

HLD5000 は爆発の危険性のある場所で、操作しないでください。
熱い表⾯の上で HLD5000 を使⽤しないで下さい。
一般的な安全予防措置 0-5
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次の予防措置に従わなかった場合、機器が損傷する結果を招きます。

警 告

グラウンド端⼦を持つ 3 端⼦の電源コードのみ使⽤可能です。 グラウンド端⼦の
接続を断って HLD5000 を運転しないでください。

警 告

感電気ショックの危険。
• スニファーチップの通電している部品に触れないようにしてください。
• テストサンプルは、リークテスト前に電気接続を切断する必要があります。

警 告

ヒューズを交換する場合は、まず電源コードを抜いてください。

注 意
酸や塩基、溶媒等が HLD5000 に触れないようにして下さい。 また、極端な気候条
件にさらさないようにして下さい。

注 意
接続ナットを緩める前に、まず HLD5000 のスイッチをオフにしてください。  
スニファーチップを交換する場合、ちりやほこりの粒⼦が開⼝部に⼊らないよう
に注意してください。

注 意
まずスニファーラインを確実に接続してから、HLD5000 を運転してください。

注 意
熱い表⾯の上で HLD5000 を置かないで下さい。
0-6 一般的な安全予防措置
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注 意
ウォームアップ中にスニファーチップをテストリークの開⼝部に挿⼊しないでく
ださい。 挿⼊すると、内部校正が無効になり、エラーメッセージが表⽰されます。

注 意
いかなる場合も、試験体の表⾯上にある液体を、絶対に吸引しないでください。
試験体に湿気がある場合は（結露など）、防⽔チップの使⽤を推奨します

（1.6.6 章を参照）。

注 意
いかなる場合も、新しい PIN を忘れないようにしてください！
PIN は INFICON のアフターサービスセンターでのみリセットできます。

注 意
スニファーラインのフィルタを交換する前に、HLD5000 のスイッチをオフにして
ください。 

フィルタを交換する際に、粒⼦が吸気開⼝部に⼊らないように注意してください。

注 意
ハウジング底部のエアフィルタを交換する前には、HLD5000 の電源を切ってくだ
さい。
一般的な安全予防措置 0-7
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0-8 一般的な安全予防措置
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1 一般事項

冷媒 リ ークデ ィ テ ク タ HLD5000 は、 設置後すぐに使用可能な状態で出荷されてい
ます。 それで も、 最初から安全に正し く お使いいただける よ う 、 ご使用の前に こ の
マニ ュ アルを よ く お読み く だ さい。

1.1 はじめに

1.1.1 目的

HLD5000 はエア コ ンおよび自動車用エア コ ンシステム ( 超過気圧方式 ) でのスニ
フ ァー リ ーク テス ト に適し ています。 本機器の適用分野はエア コ ン業界で、 エア コ
ンやそれに含まれる コ ンポーネン ト のチェ ッ クに使用し ます。

言語および仕様書において適合するガイ ド ラ イ ン、 標準および国家規格を以下に示
し ます。

警 告

HLD5000 は水中または水の流れる場所、水滴のあ る場所で操作し ないで く だ さい。

水以外の液体について も同様の注意が必要です。

HLD5000 は室内運転専用です。

注 意
酸や塩基、 溶媒等が HLD5000 に触れないよ う にし て下さ い。 また、 極端な気候条

件に さ ら さ ないよ う にし て下さい。

警 告

HLD5000 は爆発の危険性のあ る場所で、 操作し ないで く だ さい。

熱い表面の上で HLD5000 を使用し ないで下さい。

EN 50081-1 電磁適合性

EN61000-6-2 電磁適合性

EN61010-1 電気安全性
一般事項 1-1
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1.2 テ ク ニカルデータ

1.2.1 物理的データ

1.2.2 電気的データ

1.2.3 他のデータ

最小 ト リ ガーレベルの設定

単一ガス用プローブ 1.0 g/a (0.04 oz/yr)

ユニバーサルスマー ト プローブ用 0.5 g/a (0.02 oz/yr)

最大 ト リ ガーレベルの設定 50 g/a (1.76 oz/yr)

測定範囲

単一ガス用プローブ 0 - 100 g/a (3.57 oz/yr)

ユニバーサルスマー ト プローブ用 0 - 300 g/a (10.7 oz/yr)

検知可能冷媒

単一ガスプローブ
( 購入仕様によ り 検知可能な冷媒 )

R134a, 
R744 (CO2)

ユニバーサルスマー ト プローブ 全てのハロゲン

応答時間 1 秒

運転準備時間 30 秒

回復時間 約 2 秒

グ ロ ス リ ーク回復時間 約 8 秒

電源電圧 100 V ... 230 V ± 10 %
50/60Hz

消費電力
ス タ ンバイ時

< 60 VA
< 40 VA

保護規格 IP30

過電圧カテゴ リ ー II

ガス吸引流量 320 sccm

寸法 （高さ、 直径） 365mm, 260mm
(14.4 in.; 10.25 in.)

本体の重量 4.5 kg (10 lb.)

プローブの重量 390 g (0.9 lb.)

周辺条件温度
（運転中）

5 – 50°C; 40 – 120°F

最大相対湿度 80 % (+31 °C で )、 40°C
(104°F) では 50% に減少

プローブラ イ ンの長さ 4.8 m (15.5 ft.)
1-2 一般事項
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1.2.4 オーダー情報

1.3 供給部品

HLD5000 は、 設置後すぐに使用可能な状態で出荷されています。 HLD5000 を取 り
付け る前に、 1.6 章をお読み く だ さ い。 リ ークデ ィ テ ク タには以下の部品が同梱さ
れています。

･ ラ イ ン付きプローブ

･ スニフ ァーチッ プ、 100mm 長

･ スニフ ァーチッ プ用フ レキシブルタ イプの延長ラ イ ン （アダプター付）

･ EU 仕様、 US 仕様の 2 種の電源用コード

･ マニュ アル

･ スペア ヒ ューズセ ッ ト

･ 交換用フ ィ ルターホルダー （5 個）

･ 交換用シ リ コ ンフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジ （4 個）

R744 (CO2) 用 ( バージ ョ ン (510-015) のみ )

･ CO2 校正用アダプタ

リ ーク レー ト の表示方法 LED デ ィ スプレ イ、 24 個
0 – 200 %; 
（ ト リ ガーレベル＝ 100%）

ノ イ ズレベル <50 dBA

汚染レベル 2

音声ア ラーム 100 dBA

最高海抜レベル
（運転中）

2,000 m

HLD5000 R134a 用 カ タ ロ グ No. 510-010

HLD5000 R744 (CO2) 用 カ タ ロ グ No.510-015

HLD5000 スマー ト プローブ付き カ タ ロ グ No. 510-017

- HLD5000 の操作方法について kima40e2

- HLD5000 テ ク ニカルハン ド ブ ッ ク kinb40e1

- イ ン ターフ ェース説明書 HLD5000 kins40e1

- スペアパーツ リ ス ト  HLD5000 kiua40e1

- 修理手順書 kipa40e1

- 16 進法コード
一般事項 1-3
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1.3.1 交換部品 / ア ク セサ リ

スニフ ァーチ ッ プ

フ ィ ルタ

スニフ ァーラ イ ン ( ハン ド
ルを含む ) ( 他の冷媒への
変換用 )

カ タ ロ グ -No.

プローブチ ッ プ、 100mm 長 511-021

プローブチ ッ プ、 400mm 長、 フ レキシブル 511-024

延長ラ イ ン、 400mm 長 ( フ レキシブル )、
プローブチ ッ プ用 （20 個）

511-020

スニフ ァーチ ッ プ用延長チ ッ プ （フ レキシブル）、
角度 45° に切断 （20 個） 511-029

防水チ ッ プ 511-025

フ ィ ルタ ホルダー （20 個） 511-027

フ ィ ルターカー ト リ ッ ジ （20 個） 511-018

COOL-Check 511-010

R134a 511-030

R744 (CO2) 511-035

スマー ト プローブ 511-037

スニフ ァーラ イ ン延長、 5 m 511-040

CO2 校正用アダプタ 511-042
1-4 一般事項
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1.4 アフ ターサービ ス

HLD5000 を INFICON イ ンフ ィ コ ンに送 り 返す場合、 リ ークデ ィ テ ク タに健康を害
する物質が含まれていない こ と、 あ るいは、 汚染されていないこ と を申告する必要
があ り ます。 汚染されている場合には、 危険性の性質を明示し て く だ さい。 「汚染
状況申告書」 が添付されていない場合、INFICON は リ ークデ ィ テ ク タ を発送元に返
送し ます。

機器を送 り 返す場合は、 問題を話し合 う ために、 アフ ターサービ スセン ターまでご
連絡 く だ さい。 

一般事項

当社は、 設計および仕様データ を変更する権利を有し ます。 図 と実際の製品に相違
が生じ る場合があ り ます。

加圧された校正 リ ーク が含まれている ため、 危険物に関する国の運送規定に従って
く だ さい。

図 1-1 汚染状況申告書 （付録に、 原寸大の申告書があ り ます）

INFICON GmbH

Bonner Str. 498,50968 Cologne, Germany
Tel: +49 221 3474 2222   Fax: +49 221 3474 2221
www.inficon.com   leakdetection.service@inficon.com

zisa01e1-a

Declaration of Contamination

 Legally binding declaration:
 I/we hereby declare that the information on this form is complete and accurate and that I/we will assume any further costs that may
 arise. The contaminated product will be dispatched in accordance with the applicable regulations.

 Organization/company
 Address   Post code, place

 Phone   Fax

 Email
 Name

Date and legally binding signature   Company stamp

1) or not containing any amount
 of hazardous residues that
 exceed the permissible ex-
 posure limits

 Process related contamination of product:
 toxic no � 1) yes �

 caustic no� 1)           yes �

 biological hazard no�           yes � 2)
 explosive no�           yes � 2)

 radioactive no�           yes � 2)

 other harmful substances no� 1)           yes �

The service, repair, and/or disposal of vacuum equipment and components will only be carried out if a correctly completed declaration has 
been submitted. Non-completion will result in delay.
This declaration may only be completed (in block letters) and signed by authorized and qualified staff.

Copies:
Original for addressee - 1 copy for accompanying documents - 1 copy for file of sender

   Harmful substances, gases and/or by-products
    Please list all substances, gases, and by-products which the product may have come into contact with:

Trade/product name Chemical name
(or symbol)

Precautions associated
with substance

Action if human contact

Description of product
 Type
 Article Number
 Serial Number

 Reason for return

 Operating fluid(s) used (Must be drained before shipping.)

The product is free of any sub-
stances which are damaging to
health                                 yes �

This form can be downloaded 
from our website.

2)     Products thus contami-
 nated will not be ac-
 cepted without written
 evidence of decontami-
 nation!
一般事項 1-5
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1.5 この取扱説明書の使用方法

操作上の安全および保護に関連する重要事項は、 以下の区分で表記し ます。

注記 操作者が守るべき、 特別な技術要件を示し ます。 

挿入図への参照は、 （図 2-2/1） の よ う な形式で表記 さ れ、 前か ら順に、 章番号、
図番号、 および項目番号を表し ています。 例えば （2-2/1） は、 2 章の第 2 図に記述
された項目番号 1 「校正 リ ーク用キ ャ リ ブレーシ ョ ンポー ト 」 を示し ます。

1.5.1 用語の定義

注 意
HLD5000 リ ークデ ィ テ ク タの損傷や破壊を防ぐために、 厳格に遵守し なければな

ら ない操作手順を説明し ます。

警 告

オペレーターに対する危険を防止する ために、 厳格に遵守し なければな ら ない操

作手順を説明し ます。

リ ー ク レー ト ト リ ガー
値

ト リ ガーレベル、 すなわち試験体の合格、 不合格の ト リ ガー
値 し き い値 と し て設定 さ れて い る リ ー ク レ ー ト 。 リ ー ク
レー ト が ト リ ガーレベルを超え る と、HLD5000 は、測定モー
ド において視覚および音声で認識 さ れる ア ラーム を発生し
ます。

デフ ォル ト 状態 工場出荷時における HLD5000 の初期状態です。

メ イ ン メ ニュー HLD5000 のス イ ッ チをオンに し た後に表示される最初の メ
ニ ュー画面です。

サブ メ ニ ュー メ イ ン メ ニ ューか ら ア ク セ ス可能な他のすべての メ ニ ュー
です。

メ ニュー項目 1 つの メ ニュー行を指し ます。

ス タ ンバイモード HLD5000 が休止し ている状態を意味し ます。 こ のモー ド で
は、 ポンプおよびバルブシステムが休止し ます。

PIN リ ー ク デ ィ テ ク タ の設定が非権限者に よ り 変更 さ れる こ と
を防ぐ ための個人用パス ワード番号です。
1-6 一般事項
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1.6 取 り 付け

1.6.1 開梱

後で取 り 付ける場合であって も、 HLD5000 をただちに開梱し て く だ さい。

搬送容器の外面に損傷がないこ と を確認し て く だ さい。 梱包材をすべて取 り 外し て
下さい。

注記 梱包に損傷があ る場合は、 輸送用容器 と梱包材を保管し て く だ さい。

HLD5000 に損傷がない こ と を目視で十分に確認し て く だ さい。

損傷があ る場合は、 ただちに運輸業者または保険業者にご連絡 く だ さい。 損傷し た
部品を交換する場合は、 当社の発注部門へご連絡 く だ さい。

デ ィ スプレ イから保護ホ イルを取 り 除き ます。

HLD5000 のス イ ッ チをオンにし た後、デ ィ スプレ イの左上部のプロ グ ラ ム されたガ
ス種が、 プローブのステ ッ カーの表示と一致し ている こ と を確認し て く だ さい。

1.6.2 機械接続

HLD5000 を運転するには、 スニフ ァーラ イ ンの接続が必要です。 接続部 （図 2-1/
2） は本体の前面左側に位置し ています。 プ ラ グがかみ合 う まで開口部に挿入し ま
す。 プラ グ上の赤いマーク を本体の対応するマーク に合わせます。

プラ グを外す時は、 カ ッ プ リ ングのローレ ッ ト 部を引いてプローブラ イ ンを外し て
く だ さい。

1.6.3 電気接続

HLD5000 は供給電圧が 100V ～ 230V （± 10%、 50/60Hz） の広範囲で動作し ます。
電源コード は本体背面にあ る電源ソ ケ ッ ト  （図 2-1/7） に接続し ます。 電源コード
の各端子の ヒ ューズ ( 図 2-1/8) は、 本体の電源ソ ケ ッ ト  （図 2-1/7） にま と められ
ています。

1.6.4 壁面へのマウ ン ト

HLD5000 ( 図 2-2/7) の下部にあ る取 り 付け具によ り 、 リ ークデ ィ テ ク タ を壁面に
マウ ン ト でき ます ( た と えば、 スペースの制約のため )。 デ ィ スプレ イが下を指す
よ う に、 HLD5000 を十分に高 く  ( 少な く と も 2m) 設置する よ う にお勧めし ます。

警 告

グ ラ ウ ン ド 端子を持つ 3 端子の電源コード のみ使用可能です。 グ ラ ウ ン ド 端子の

接続を断って HLD5000 を運転し ないで く だ さい。
一般事項 1-7
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1.6.5 RS232 イ ン ターフ ェース

HLD5000 は、 本体背面の電源接続部 （図 1-2） の下に RS232 イ ン ターフ ェース を備
えています。 こ の イ ン ターフ ェースは DCE （データ通信装置） タ イ プであ り 、
PC を接続する こ と によ り 、 監視およびデータ ロ ギングを行え ます。 接続には、 市
販の D-Sub プラ グを使用し ます。 詳細については、 「HLD5000 のイ ン ターフ ェース
説明」 （kins40e1） を参照し て く だ さい。

1.6.6 スニファーライン

1.6.6.1 スニファーラインの交換

HLD5000 では、各種のスニフ ァーラ イ ンを使用でき ますので、 ガス種が異なって も
スニフ ァー試験が可能です。

リークテスターを停止し、その後、スニファーラインのプラグコネクターを外しま
す。続いて、新品のスニファーラインを HLD5000 に接続します。以上を終えたら、
リークテスターを起動できます。

図 1-2RS232 インターフェース
Pos. 説明 Pos. 説明

1. 電源ソ ケ ッ ト 3. RS232 イ ン ターフ ェース

2. 電源 ヒ ューズ
1-8 一般事項
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1.6.7 スニフ ァーチッ プ

1.6.7.1 スニフ ァーチ ッ プの交換

スニフ ァーチ ッ プ全体を交換するには （図 1-3 を参照）、 ナ ッ ト を緩め （図 1-3）、
スニフ ァーチ ッ プを引き出し て く だ さい。 そ し て、 ガ イ ド ピンを溝に合わせながら
（図 1-3/2） 新しいスニフ ァーチ ッ プを挿入し、 ナ ッ ト を確実に締めて く だ さい。

フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジ （図 1-3/1） がきれいであ る こ と を確認し、 必要に応じ て交
換し て く だ さい。

1.6.7.2 フ レキシブルスニフ ァーチ ッ プの使用

HLD5000 に備え られている ス ト レー ト スニフ ァーチ ッ プの他に、 長さ 400mm のフ
レキシブルチ ッ プ （カ タ ロ グ No.511-024） を使用する こ と ができ ます。 フ レキシブ
ルチ ッ プを曲げる こ と によ り 、 ア ク セスが困難な場所に到達する こ と ができ ます。

注 意
接続ナッ ト を緩める前に、まず HLD5000 のス イ ッチをオフにし て く だ さい。  スニ

フ ァーチ ッ プを交換する場合、 ち り やほ こ り の粒子が開口に入ら ないよ う に注意

し て く だ さい。

図 1-3 スニファーチップおよび付属品

Pos. 説明 Pos. 説明

1 フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジ 5 フ ィ ルタ ホルダー

2 ガイ ド ピン 6 延長

3 接続ナッ ト 7 防水チ ッ プ

4 スニフ ァーチ ッ プ 8 延長用ホルダー
一般事項 1-9



ki
n
a4

0
jp

 0
1
.f
m

取
扱

説
明

書
(

１
３

０
７

)

1.6.7.3 スニフ ァーチッ プ用延長チッ プの使用

冷媒濃度を測定する場合 （すでにパッ ケージに収められている試験体などの場合）、
ア ク セスが困難な場所に到達する ため、 あ るいは、 大量の リ ーク を早期発見する た
めに、 フ レキシブル延長チッ プ （カ タ ロ グ No.511-020） をフ ィ ルターホルダーに接
続する こ と ができ ます （図 図 1-3/5 を参照）。 プラ スチ ッ ク ホースが、 ホルダーお
よびフ ィ ルタ ホルダーを包んでい る こ と を確認し て く だ さ い。 ホルダーの リ ン グ
（図 1-3/8） を押し込んだ後、 長さ 400mm の延長チッ プ （図 1-3/6） を引き抜 く こ
と も でき ます。 必要に応じ て、 延長チ ッ プを切断する こ と もでき ます。  試験体と向
き合 う チッ プは、 必ず約 45° の角度に切断し て く だ さい。

1.6.7.4 防水チッ プの使用

液体を吸い込まないよ う にする ため、防水チ ッ プ（図 1-3/7）（カ タ ロ グ No.511-025）
を、 フ ィ ルタ ホルダーにネジ込むこ と ができ ます。 防水チ ッ プは、 最大高さ約 3mm
まで液体の吸い込みを防止し ます （凝縮水のたま り など）。

水分を含む試験体に対し て作業する場合、 水の浸入を防ぐため、 スニフ ァーチ ッ プ
を上に向けてハン ド ルを立てて持たないよ う にし て く だ さい。 立てて持つ と、 防水
チ ッ プ内の水が、 センサーに浸入する恐れがあ り ます。 も し、 センサーに水が浸入
し た場合は、 HLD5000 を約 10 分間動作させ （ス タ ンバイモード ではな く ） 、 本体
の供給ポンプを介し てセンサーから液体を排出し て く だ さい。

図 1-4 防水チップのはめ込み
1-10 一般事項
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2 動作原理

2.1 説明

HLD5000 はプローブのラ イ ンを通し て吸引された 冷媒ガス と C02 を、 赤外線ガス
解析の機能で検知および測定し、 定量的に表示し ます。

HLD5000 の主な構成部品を以下に示し ます。

･ プローブ内部にあ るセンサーシステム

･ 本体内部にあ る電気および電子部品を装備し たポンプシステムアセンブ リ

対応する光源から放射された赤外線は、HLD5000 流量によ って吸引されたガスが流
れるセル内を直進し ます。 セル内を直進し た赤外線の う ち、 特定の波長成分のみが
フ ィ ルターを透過し、 赤外線センサーに到達し ます。

リ ーク が存在する と、 冷媒ガス と C02 は吸引された空気 と 共にセル内へ流入し ま
す。 こ の と き、赤外線は冷媒ガスによ り 部分的に吸収されます。 このため、センサー
に到達する赤外線の強度は減少し ます。

赤外線強度の変化は電子回路によ り 増幅され、 アナロ グ信号からデジ タル信号へ変
換されます。 その後、本体内部のマイ ク ロプロセ ッ サによ り 加工され、LED や表示、
ア ラーム音でオペレーターに伝えます。 周囲の大気に基づいた リ フ ァ レ ン ス測定に
よ り 、 測定データ を処理する時、 テス ト ガス または他の干渉ガスのバッ ク グ ラ ウ ン
ド の濃度は考慮されます。

図 2-1 内のガスの流量 HLD5000
動作原理 2-1
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2.2 HLD5000 概観

図 2-2 概観

Pos. 説明 Pos. 説明

1 キ ャ リ ブレーシ ョ ンポー ト 9 RS232 イ ン ターフ ェース

2 プローブラ イ ンの接続 10 マウ ン ト

3 メ ニュー操作キー 11 内蔵校正 リ ーク

4 液晶デ ィ スプレ イ (CO2 バージ ョ ンを除 く )

5 LED デ ィ スプレ イ 12 エアフ ィ ルタ

6 電源ス イ ッ チ 13 プローブ

7 電源ソ ケ ッ ト 14 スニフ ァーチ ッ プ

8 電源 ヒ ューズ 15 つ り 下げ用ホルダー
2-2 動作原理
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3 HLD5000 の運転

3.1 起動

HLD5000 を所定の位置に置き （「壁面への取 り 付け」 章も 参照し て く だ さ い）、 プ
ローブラ イ ンおよび電源コード を本体に接続し ます。

注記 デフ ォル ト 設定では本体 と プローブのシ リ アル番号が一致し ていなければな

り ません。

電源 ス イ ッ チ （図 3-4/6） を 押す と、 HLD5000 の ス イ ッ チが オ ン に な り ま す。
HLD5000 のウ ォームア ッ プには約 30 秒必要で、 その状態はデ ィ スプレ イに表示さ
れます。

デフ ォル ト 設定で、HLD5000 は英語 メ ニューテキス ト を使用し ます。 別の言語に切
り 替え る場合は、 キー PROGRAMM、 オプシ ョ ンおよび言語を押し ます。 選択し た言
語のボタ ンを押し、 [OK] で確認し ます。

After the HLD5000 のウ ォームア ッ プ時間後、信号音が鳴 り 、 リ ークデ ィ テ ク タの測
定準備ができ た こ と を通知し ます。 プローブ上にあ る緑色の LED （図 3-5/2） が点
灯し、 HLD5000 の測定準備ができ た こ と を示し ます。 リ ーク レー ト の測定単位 （工
場出荷時のデフ ォル ト 値 ： g/a） 、 および HLD5000 にプロ グ ラ ム されたガス種は、
デ ィ スプレ イ （図 3-4/4） に表示されます。 さ らに、 HLD5000 が設定されているプ
ローブの種類 ( 検出可能なガス ) はプローブのステ ッ カーに示されています。

本体はすべての冷媒で使用でき ます。 検出可能な冷媒はプローブによ って判断され
ます。

注 意
まずスニフ ァーラ イ ンを確実に接続し てから、 HLD5000 を運転し て く だ さい。

注 意
熱い表面の上で HLD5000 を置かないで下さい。

注 意
ウ ォームア ッ プ中にスニフ ァーチ ッ プをテス ト リ ーク の開口部に挿入し ないで く

だ さい。 挿入する と、 内部校正が無効にな り 、 エ ラー メ ッ セージが表示されます。
HLD5000 の運転 3-1
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3.2 HLD5000 のはた ら き

HLD5000 が十分に機能を発揮する ためには、 用途に適合し た設定 （4 章 参照） と
キ ャ リ ブレーシ ョ ンが実施されている必要があ り ます。 リ ーク テス ト の概要を以下
に示し ます。

プローブチ ッ プをテス ト する部分に極力接近させて く だ さい。 必要に応じ て被検体
にチ ッ プを接触させる こ と も可能です。

溶接された継ぎ目または接合部分をテス ト する場合、 プローブの先端をテス ト する
部分に極力接近させ、 2.5cm/ 秒 (1 inch/s) 以下の速度でス キ ャ ン し て く だ さい。 プ
ローブチッ プ と被検体間の距離は、 でき る限 り 近 く し て く だ さい。 特殊な場所をテ
ス ト する場合は、 プローブの先端は短時間 （最低 1 秒） 。 同一の場所に止めて く だ
さい。

HLD5000 は、 設定された リ ーク レー ト ト リ ガー値 （ ト リ ガーレベル） と測定された
リ ーク レー ト を比較し ます （4.1 章参照）。 測定された リ ーク レー ト が リ ーク レー ト
ト リ ガー値を超えた場合、 円弧型のデ ィ スプレ イ （図 3-4/5） 上の半数以上の LED
が黄色 く 点灯し、 ア ラーム音を発し ます。

動作原理に起因し て （2.1 章を参照）、 周囲のバッ ク グ ラ ウ ン ド濃度が抑制され、 ア
ラームが発生し ない場合があ り ます。 また、 大量の リ ーク部分の前に存在する冷媒
のかた ま り が、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 濃度 と し て判断 さ れる場合 も あ り ます。 前バー
ジ ョ ンであ る HLD4000 の動作 と 異な り 、 HLD5000 は、 距離の離れた と こ ろか ら
リ ー ク に近づ く だけではア ラーム を発生し ません。 大量の リ ー ク が検出 さ れる の
は、 リ ーク部分に近づいた と きだけです。 従って、 局所的な信頼性が高ま り ます。

注記 リ ーク部分に十分近づけない場合 （前述の説明を参照）、 大量の リ ークが見

逃される恐れがあ り ます。 こ の場合、 HLD5000 に同梱されている フ レキシブ

ルスニフ ァーチ ッ プ用延長チ ッ プ （カ タ ロ グ No.511-020） を使用し て く だ さ

い。 こ の用途では、延長チ ッ プを 100 mm (4 in.) に切断する と、 取 り 扱いが楽

にな り ます。 (1.6.7.3 章を参照 )

測定モード によ っては （4.1 章を参照）、 リ ーク部分を ピンポイ ン ト で特定する ため
に、 あ る いは、 リ ー ク レー ト ト リ ガー値を二重チェ ッ ク する ために、 プ ローブの
キーを押し た状態でテス ト を繰 り 返す必要があ り ます。

警 告

感電気シ ョ ッ ク の危険。

･ スニフ ァーチ ッ プが、 通電し ている部品に触れないよ う にし て く ださ い。

･ テス ト サンプルは、 リ ーク テス ト 前に電気接続を切断する必要があ り ます。

注 意
いかな る場合も、 テス ト 対象物の表面上にあ る液体を、 絶対に吸引し ないで く だ

さい。

試験体に水分があ る場合は （凝縮水など）、 防水チ ッ プの使用を推奨し ます （1.6.6
章を参照）。
3-2 HLD5000 の運転
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3.3 制御および機能

3.3.1 制御部および表示部品の概略

HLD5000 の制御部と表示部は、 プローブ上のボタ ン と LED を除き、 すべて本体に
あ り ます （図 3-4）。

3.3.2 電源ス イ ッチ

HLD5000 は電源ス イ ッチ （図 3-4/6） を使用し て、 ス イ ッ チのオン と オフを切 り 替
えます。 さ らに、 自動または手動でス タ ンバイモード に移行でき ます。

3.3.3 HLD5000 の LED デ ィ スプレ イ

円弧型の LED デ ィ スプレ イ （図 3-4/5） は、 左側半分が緑色、 右側半分が黄色に色
分け されています。 検出された相対 リ ーク レー ト はこ こに表示されます。 LED が緑
から黄色に変わる円弧型の LED デ ィ スプレ イの中心は、 リ ーク レー ト ト リ ガー値
が設定されている こ と を示し ています。 緑色 と黄色の境界 （円弧の中央） は、 設定
された リ ーク レー ト ト リ ガー値に相当し ます。 円弧上で最も右側の黄色 LED は、ト
リ ガー値の約 200% の リ ーク レー ト を検出し た場合に点灯し ます。

3.3.4 液晶デ ィ スプレ イ

デフ ォル ト 設定では、 ス イ ッ チをオンに し た後、 液晶デ ィ ス プレ イ （図 3-4/4） 
に測定画面が表示されます。

･ 検知されたガス種 （例 ： R 134a） は、 左側最上部に表示されます。

･ ス マー ト プ ロ ーブが接続 さ れてい る 場合、 ガ ス 種の下に 「Smart」 と 表示 さ

れ ます。

･ 現在入力されている リ ーク レー ト 値 ( ト リ ガーレベル ) （例 ： 09.0 g/a） は、 右
側最上部に表示されます。

･ 現在検出されている実際の リ ーク レー ト はデ ィ スプレ イの中心に表示されます。
（表示下限値は単一ガスプローブで 0.3 g/a (0.02 oz / yr)、スマー ト プローブでは 
0.2 g/a (0.02 oz / yr) です。 )
HLD5000 の運転 3-3
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･ 左下のボタ ンは メ イ ン メ ニューを開 く ボタ ンです。

･ 右下のボタ ンはイ ンフ ォページを開き、 HLD5000 がス リ ープモード に入ってい

る こ と を通知し ます。

図 3-3

Pos. 説明 Pos. 説明

1 プローブのガス種 4 イ ンフ ォボタ ン

2 ト リ ガー 5 リ ーク レー ト の表示

3 ス タ ンバイボ タ ン 6 メ ニ ューボタ ン
3-4 HLD5000 の運転
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図 3-4  本体

Pos. 説明 Pos. 説明

1 キ ャ リ ブレーシ ョ ンポー ト 4 液晶デ ィ スプレ イ

2 プローブラ イ ンへの接続部 5
LED デ ィ スプレ イ

（ リ ーク レー ト デ ィ スプレ イ）

3 キーで 4 までの メ ニ ューおよび右の 

5 ～ 8 を運転

 （左側のキーの番号は一番上が 1 でそれ

から下に数が大き く なっていき ます ）

6 電源ス イ ッチ
HLD5000 の運転 3-5
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3.3.5 プローブ

プローブ （図 3-5 を参照） と プローブラ イ ンは一体です。 スニフ ァーのチ ッ プのみ
長さに応じ て交換可能です。

プローブに LED （図 3-5/2） と ボタ ン （図 3-5/3） があ り ます。 LED は次の運転モー
ド を示し ます。

ボ タ ンは異な る テ ス ト モー ド を選択する ために用意されています （4 章を参照） 。
HLD5000 を校正する場合は、 4.5 章を参照し て く だ さい。

つ り 下げ用ホルダー （図 3-5/4 を参照） は、 ハン ド ユニ ッ ト を掛ける場合 （作業を
中断する場合など） に使用し ます。

稼働状態 説明

オフ ： HLD5000 測定準備ができ ていません。

緑 ( 点灯 ) ： 通常の動作モー ド で、 エラーは発生し ていません。

緑、 点滅 ： エラー / 測定不可または測定値の精度が保証でき ません。

黄色 ( 点灯 ) ：
測定された リ ーク レー ト は >40% ですが、 リ ーク レー ト ト リ ガー値を超え

ていません。

黄、 速い点滅 ： 測定された リ ーク レー ト が リ ーク レー ト ト リ ガー値を超えま し た。

黄 / 緑、 点滅 ： 再起動時、 プローブ と 本体が接続されていない こ と を検知し ま し た。

図 3-5  ハンドユニット

Pos. 説明 Pos. 説明

1 フ ィ ルタ ホルダー 3 ボ タ ン

2 LED 4 つ り 下げ用ホルダー
3-6 HLD5000 の運転
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4 HLD5000 の設定 ( メ ニ ュー構造 )

多様な用途や環境、状況に柔軟に対応する ため、HLD5000 の各種の機能は メ ニ ュー
で設定でき ます。

[PROGRAM （プロ グ ラ ム） ] キーを押す と メ ニューが開き ます。

[STANDY （ス タ ンバイ） ] を選択する と、 HLD5000 はス タ ンバイモード （バルブや
ポンプが停止し た状態） に移行し ます。

[INFO （イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン） ] には、重要なパラ メ ータや設定の情報が含まれます。

設定項目が異なって も、 パラ メ ータの設定方法は共通です。 設定する メ ニ ューポ イ
ン ト を選択 （例 ： TRIGGER （ ト リ ガー）  LEVEL （レベル）） し た後に、 設定する
数値が選択で き ます。 た と えば 「8」 を入力する場合、 「8」 と 「9」 横のキーを押
す こ と に よ り 数字の 8 が選択 さ れます。 設定を ス キ ッ プ、 ま たは戻る場合は、
[ 矢印 ] および [ 矢印  ] 横のキーを押し て く だ さい。

メ ニ ューに変更し てエン ト リ を保存する には、 [OK] を押す こ と で承認さ れます。
[ESC] を押す と、 エン ト リ はキ ャ ンセルされます。 こ の場合、 新しいエン ト リ は保
存されません。

HLD5000 の操作に必要なすべてのパラ メ ーターは、 HLD5000 の電源がオンになっ
ていない と きで も保存されます。

4.1 [Program （プロ グ ラ ム） ] メ ニューの説明

[Program （プロ グ ラ ム） ] メ ニューは以下の項目から構成されます。

ト リ ガー

音量

コ ン ト ラ ス ト

オプシ ョ ン

校正

エラー リ ス ト

イ ンフ ォ

図 4-1 メ ニュー構造

PROGRAM (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)

STANDBY (ｽﾀﾝﾊﾞｲ)

INFO (ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ)

TRIGGER (ﾄﾘｶﾞｰ)

VOLUME (ﾎﾞﾘｭｰﾑ)

CONTRAST (ｺﾝﾄﾗｽﾄ)

OPTIONS (ｵﾌﾟｼｮﾝ)

CAL (ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ)

LIST ERRORS (ｴﾗｰﾉﾘｽﾄ)

INFO (ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ)

LEVEL (ﾚﾍﾞﾙ)

ALT LEVEL ALT( ﾚﾍﾞﾙ)

GAS TYPE

BUTTON (ﾎﾞﾀﾝ）

UNIT (      )(ﾓﾚﾉﾀﾝｲ)

(for Smart probe only)

LANGUAGE (ｹﾞﾝｺﾞ)

CLOCK (%&）(ﾄｹｲ)

CHANGE PIN ( ﾍﾝｺｳ)PIN

REQUEST (ﾘｸｴｽﾄ)

AUTO-STANDBY

(ｵｰﾄｽﾀﾝﾊﾞｲ)

RS232

EXT.TEST LEAK

CALIBRATION

(ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ)

REPLACE FILTER

(ﾌｨﾙﾀｰｺｳｶﾝ)

PROTOCOLL (ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)

BAUD RATE (ﾎﾞｰﾙｰﾄ)

R22

R32

R134a

R404a

R407c

R410a

R1234

USER1

USER2

USER3

CAL FACTOR

( for all kinds of gas)

(ｶﾞｽﾀｲﾌﾟ) のみSmart probe

��

(ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ ﾌｧｸﾀ

./の )ガス�
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4.1.1 ト リ ガー

この メ ニ ュー項目を通し て、 次の設定を入力でき ます。

レベル （ リ ーク レー ト ト リ ガー値）

ALT レベル 

ガス種 ( スマー ト プローブのみ )

ボタ ン

単位

これらの設定について、 以下に説明し ます。

レベル 
（ リ ーク レー ト ト リ ガー値）

テス ト をする単位が リ ーク レー ト ト リ ガー値を入力する場合、 [LEVEL （レベル） ]
メ ニュー項目を選択し て く だ さい。 レベルは、 1 g/a （0.04 oz/yr） （ガス種によ り
異な る） から 50g/a （1.76 oz/yr） まで設定でき ます。 その他の単位については、 以
下の表を参照し て く だ さい ：

(() 内の値はスマー ト プローブのみです )

ALT レベル

代替 リ ーク レー ト ト リ ガー値の入力。 この リ ーク レー ト ト リ ガー値が使用されるの
は、 ハン ド ルのキーが [ALT] にプロ グ ラ ム されている場合のみです （以下を参照）。
この設定では、 LEVEL の値のパーセン ト 表示 （50% など）、 または絶対値 （10g/a
など） を入力でき ます。

単位 表示下限値 表示上限値

g/a (0.5) 1.0 50.0

mbar l/s-1 4 x 10-6 3.9 x 10-4

lb/yr (1) 2 x 10-3 1.0 x 10-1

oz/yr (0.02) 0.04 1.76

Pa m3 x s-1 4 x 10-7 3.9 x 10-5
4-2 HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 )
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ガス種
 ( スマー ト プローブのみ )

スマー ト プローブを備えた HLD5000 は、 あ らかじめプロ グ ラ ム されている 5 種類
のガ ス か ら選択する こ と がで き ます。 ガ ス種 メ ニ ューを開 く と 、 こ れ ら 5 種類の
ガス と、ユーザーが設定可能な 3 種類のガスが表示されます。 画面の左下部にあ る 
2 つのボ タ ンによ り 、 リ ス ト を ス ク ロールする こ と ができ ます。 現在選択されてい
るガスは、 反転色でハイ ラ イ ト 表示されます。

あ らかじめプロ グ ラ ム されているガス を切 り 替え る場合、HLD5000 を再校正する必
要はあ り ません。 

外部テ ス ト リ ー ク （事前にプ ロ グ ラ ム設定済みのガ ス） の数値が表示 さ れて も、
SMART センサーの感度によ っては、 その数値が目標値と は異な る場合があ り ます。

この数値は、 手入力で設定自在の係数を使って補正する こ と ができ ます。

測定デ ィ スプレ イ → メ ニュー → ト リ ガー → ガス種 （事前にプロ グ ラ ム設定済み
のガス） → Fak.

SMART センサーや外部テス ト リ ーク を交換する と きは、 必要に応じ て、 こ の設定
の操作をや り 直し て く だ さい。

それぞれのガスに対し て、HLD5000 がスマー ト プローブの感度を自動的に調整し ま
す。 ただし、 ト リ ガー値は変化し ません。

ユーザー設定可能なガス を選択する場合は、HLD5000 を外部校正する こ と も、 あ る
いは、 内蔵校正 リ ーク を使用し、 校正係数を入力し て校正を実施する こ と も でき ま
す。 これらの係数は、 それぞれの追加ガスについて定める必要があ り ますが、 ほ と
んどの場合、 ご要望に応じ て INFICON か ら提供する こ と ができ ます。 校正係数を
入力し ない場合、 該当するガス を選択する と、 外部校正の要求が発行されます。 校
正係数を入力する場合は、 リ ス ト に表示されているすべてのガスについて、 内部校
正 リ ーク によ り  HLD5000 を校正でき ます。

ボタ ン

HLD5000 は、異なった作業やテス ト 方法に対応する ために、プローブ上のボタ ンの
機能を変更する こ と ができ ます。

「オフ」 [OFF （オフ） ] に設定する と 、 プ ローブ上のボ タ ンが無効にな り ま
す ( 校正プ ロ セ ス中は除 き ます。 4.5.2 章を参照 )。 メ ニ ュ ー項目
[TRIGGER （ ト リ ガー） ] の下で設定 さ れた リ ー ク レー ト ト リ ガー値
(LEVEL （レベル） が使用 さ れ、 代替 リ ー ク レー ト ト リ ガー値は こ こ
では適用 さ れません。

「ALT」 異な る 感度に よ り  2ヶ 所のポ イ ン ト で被検体を テ ス ト す る 場合は、
[ALT] を 選択 し て く だ さ い。 プ ロ ー ブ の ボ タ ン を 押 さ な い と 、
[LEVEL( レベル )] で設定し た リ ー ク レー ト ト リ ガー値が適用 さ れま
す。 ボ タ ン を押す と 、 代替 リ ー ク レー ト ト リ ガー値が適用 さ れます
（[ALT LEVEL] の設定を参照）。

「検索」 設定 [SEARCH （検索） ] を選択し ている と、 プローブのボタ ンを押さ
ない状態の HLD5000 で定義された被検体を高感度で迅速に探すこ と
ができ ます。 HLD5000 が検出されてすぐにボタ ンを押す と、 リ ークが
[LEVEL( レベル )] で設定し た リ ーク レー ト ト リ ガー値を超え るかど う
かを判定し ます。 代替 リ ーク レー ト ト リ ガー値はこ のモー ド では使用
でき ません。 メ イ ン メ ニ ューで こ の設定を有効にし ている と きにハン
ド ルのボタ ンを押さ ない と、 [ 検索 ]( テス ト ) が表示されます。
HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 ) 4-3
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単位

こ こ では測定で使用する測定単位を以下か ら 1 つ選択し ます。 g/a、 mbar x l /s、
lb/yr、 oz/yr、 Pa x m3/s から 1 つ選択でき ます。

スマー ト プローブの場合、 g/a、 oz/yr、 および lb/yr のみが使用可能です。 あ らかじ
めプ ロ グ ラ ム さ れてい る ガ ス か ら、 ユーザー設定可能な ガ ス に切 り 替え る と、
HLD5000 はデフ ォル ト で g/a を設定し ます。

4.1.2 音量

こ こ で、 ラ ウ ド ス ピーカーのス イ ッ チの 「オフ」 / 「オン」 を切 り 替え ます。 「オ
ン」 を選択し た場合、 音量は下矢印キーま たは上矢印キーに よ り  1 ( 小 ) ～ 20 (
大 ) の範囲で調節可能です。

[Test( テ ス ト )] ボ タ ンに よ り 、 選択し た音量をチェ ッ ク する こ と がで き ます。 

エ ラー音はツー ト ーンの音です。

4.1.3 コ ン ト ラ ス ト

極端に明る く 、 または極端に暗 く 設定し た場合、 画面の文字が読めな く な り ます。
こ の場合、 [brighter] （明るい） ま たは [darker] （暗い） キーを必要な回数押し て明
る さ を調節し ます。 1 ～ 99 の範囲で調節可能です。

間違って、 極端に明る く 、 または極端に暗 く 設定し た場合、 画面の文字が読めな く
な り ます。 その場合、 以下の手順で適度な明る さ に変えて く だ さい。

HLD5000 のス イ ッ チをオフにし てから、 再びオンにし ます。 ウ ォームア ッ プ中に、
メ ニ ュー操作キー 「3」 または 「7」 （図 3-4 を参照） をデ ィ スプレ イ上の文字が正
確に読み取れる まで押し続けます。 メ ニュー操作キーの番号は、左側最上部を No.1
と し て下に向かい、 右側最下部が No.8 にな り ます。 こ のコ ン ト ラ ス ト の設定は メ
ニ ュー項目 [CONTRAST （コ ン ト ラ ス ト ） ] で確認し た場合のみ、 永久に保存され
ます。 これが設定されていない場合、 HLD5000 のス イ ッチを再度オンにし た と き、
以前の設定が再び適用されます。

4.1.4 オプシ ョ ン

「オプシ ョ ン」 では以下のパラ メ ーターが設定でき ます。

言語

こ こ では メ ニ ュー と メ ッ セージに使用する言語を選択し ます。 日本語、 英語、 中国
語、 スペイ ン語、 フ ラ ン ス語または ド イ ツ語を選択し て く だ さい。

間違って、 中国語またはカ タ カナ言語を選択し た場合、 ボタ ン 2 と  6 を押すと英語
メ ニューに戻 り ます。

ク ロ ッ ク

現在の日付および時刻を設定し ます。 日付は 「日、 月、 年 （DD.MM.YY）」 での形式
で設定し ます。 時刻は 「時、 分 （HH.MM）」 での形式で設定し ます。 時刻は 24 時間
で入力し て く だ さい。
4-4 HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 )
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PIN の変更

この機能を通し て、 PIN ( パス ワード ) を定義または変更でき ます。 

PIN ( パス ワード ) は、 不正ア ク セスからプロ グ ラ ム メ ニューを保護し ます。

PIN は 4 桁の数字で構成されます。 PIN を変更する場合、 新しい PIN を 2 度連続し
て入力し て く だ さい。

上記の手順で、 PIN と し て 「0000」 を入力する と PIN 機能は無効にな り ます。 上記
の手順で、 上で説明し た よ う に処理する こ と で、 いつでも有効にでき ます。

要求

オー ト ス タ ンバイ

HLD5000 は休止中や使用し ていない期間に、 自動でス タ ンバイ モー ド に移行し ま
す。 ス タ ンバイモード に移行する までの間隔は 1 分から 15 分の範囲で設定でき ま
す。 HLD5000 が こ こ での設定時間よ り も長 く 使用されない場合、 リ ークデ ィ テ ク タ
は自動でス タ ンバイモード に移行し ます。

プローブを持ち上げる と、 HLD5000 は自動で通常操作モー ド に移行し、 約 2 秒以
内に測定の準備を整えます。

注 意
いかなる場合も、 新しい PIN を忘れないよ う にし て く だ さい！

PIN は INFICON のアフ ターサービ スセン ターでのみ リ セ ッ ト でき ます。

要求 
( 校正用 )

校正の要求です。 HLD5000 を設定する こ と によ り 、 オペレータ
が定期的に校正を実行で き る よ う に し ます。 また、 こ の機能に
よ り 、 校正の自動要求のス イ ッ チのオン またはオフ を切 り 替え
る こ と ができ ます。 この場合、時間間隔は 30 分単位で設定でき
ます。 下矢印キーまたは上矢印キーを使用し て、 30 分～ 24 時
間で設定す る こ と が で き ま す。 入力 し た時間 を 超 え る と、
HLD5000 ア ラーム音が発生し、 画面に再校正要求の メ ッ セージ
が表示されます。

要求 
( フ ィ ルタ交換）

HLD5000 を設定する こ と によ り 、 オペレータが定期的に、 スニ
フ ァ ーチ ッ プの フ ィ ル タ ーホルダーを交換で き る よ う に し ま
す。 オン またはオフ を選択する こ と によ り 、 機能を有効または
無効にでき ます。 有効にする と、 「フ ィ ルターを交換し て く だ さ
い」 と い う メ ッ セージが、 40 時間の運転時間ご と に表示されま
す。 こ の場合、 フ ィ ルターホルダーを交換し （6.2.1 章を参照）、
メ ッ セージを確認し て く だ さい。 その後、運転時間が 40 時間経
過する と、 次のフ ィ ルターホルダー交換 メ ッ セージが表示され
ます。 デフ ォル ト では、 こ の機能は有効になっています。
HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 ) 4-5
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RS232

こ の メ ニ ュー項目によ り 、 HLD5000 の RS232 イ ン ターフ ェースに対する設定を実
行でき ます。

外部校正 リ ーク

外部 リ ーク からの リ ーク レー ト の設定に入る こ と ができ ます。

設定の入力は、 4.4 章に従い実行し、 [OK] によ り 確認し ます。 た と えば g/a で入力
されている外部 リ ーク レー ト を別の測定単位に変え る と、HLD5000 は、 リ ーク レー
ト の g/a を新しい測定単位に変えます。

4.1.5 校正

この メ ニ ュー項目によ り 、HLD5000 を外部校正 リ ーク によ り 校正する こ と ができ ま
す。 HLD5000 の CO2 バージ ョ ンは、 外部校正 リ ーク のみを使って校正で き ます。
[CAL( 校正 )] ボタ ンを押す と、 デ ィ スプレ イには、 「外部校正 リ ーク の吸引」 と い う
メ ッ セージ、 指定された リ ーク レー ト 、 外部校正 リ ーク の冷媒のタ イプが表示され
ます。

校正は、 以下の手順で実行し て く だ さい ：

･ [Ext. Test leak( 外部校正 リ ーク )] メ ニュー項目において、 外部校正 リ ークの リ ーク レー

ト を入力し ます。

･ [CAL( 校正 )] メ ニュー項目に戻 り ます。

･ スニフ ァーチッ プを、 外部校正 リ ーク のガス排出口に向け、 LED 信号が安定する まで待

ちます。

･ プローブのボタ ンを押し て、 確認し ます。

･ 「校正が完了し ま し た」 と い う メ ッ セージ、あ るいはビープ音が発生する まで、スニフ ァー

チ ッ プを外部校正 リ ーク のガス排出口に保持し て く ださ い。

これで、 HLD5000 の校正が完了し ま し た。

プロ ト コル イ ン ターフ ェースプロ ト コルは、 「オフ」、 「標準」 または 「シンプル」
を選択でき ます。

 RS232 イ ン ターフ ェース を使用し ない場合、 干渉を除外する ために
「オフ」 に設定する こ と を推奨し ます。

イ ン ターフ ェースプ ロ ト コ ルについての詳細は、 「HLD5000 の イ ン
ターフ ェース説明 （kins40e1）」 を参照し て く だ さい。

ボーレー ト RS232 イ ン ターフ ェースに対するボーレー ト を入力し ます。 利用可能
な設定は、 300、 600、 1200、 2400、 4800、 または 9600 ボーです。 デ
フ ォル ト 設定は、 9600 ボーです。
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4.1.6 エラー リ ス ト

最近発生し た最大 12 件のエラー メ ッ セージ と エラー メ ッ セージの承認を含む リ ス
ト を、 発生日時やコード と と もに表示し ます。 [View （表示） ] キーを押すと プレー
ンテキス ト で発生日時 と と もにエ ラー メ ッ セージが表 示されます。

エラーコード は 1 文字のアルフ ァベッ ト 、 および 2 文字の数字で構成されます。

アルフ ァベッ ト の意味 ：

･ E ： エラー / 警告が表示されま し た。 

･ R ： エラー / 警告が取 り 除かれま し た （remove）

･ M ： 一般的な メ ッ セージ ： 例 「電力を入れて く ださい）」 （message）

エラーコード の 2 文字の数字は 「修復手順書」 （doc. no. kipa40e1） の表に記載され
ている番号と一致し ています。

4.1.7 イ ンフ ォ

[INFO （イ ンフ ォ） ] キーは HLD5000 の入力し たパラ メ ーターや操作モード に関連
する重要な イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンを表示し ます。 こ こ で表示される イ ンフ ォ メ ーシ ョ
ンは、 6 つのページから構成されます。 矢印キーで各ページを ス ク ロールし て く だ
さい。

次に、 ア ク セスでき る イ ンフ ォ メ ーシ ョ ンについて説明し ます。

本体イ ンフ ォ

･ 内部ハウ ジングの温度

･ 本体の稼動時間

･ 本体のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

プローブイ ンフ ォ 1

･ センサー回路を監視するための内部感度係数 S

･ 測定ラ イ ン と リ フ ァ レ ン ス ラ イ ンでのガス フ ローを監視する ための差圧 p1 および p2 

･ AD コ ンバータで使用されるチャ ンネル

･ プローブの稼動時間

･ プローブのソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

プローブイ ンフ ォ 2

･ プローブの HEX コード

･ アフ ターサービ スマンに対する情報が含まれています
HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 ) 4-7
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校正イ ン フ ォ

･ 校正係数

･ 手順

･ センサーの係数 （R134a  R404A など）

･ 内部校正 リ ーク と 乗算する こ と によ り 、 測定ガスに対する等価 リ ーク レー ト を得る ため

の係数

テス ト リ ーク イ ンフ ォ

･ 20 ℃に標準化された校正 リ ーク に対する リ ーク レー ト

･ 温度と ガス種を補償し た校正 リ ーク に対する リ ーク レー ト

U / I- イ ンフ ォ

･ ＋ 12V 供給電圧 （U ＋）

･ － 12V 供給電圧 （U －）

･ プローブ内の赤外線光源への供給電圧 （U light）

･ プローブ内の赤外線光源の電流 （I light）

･ 電圧供給を監視するプローブの試験電圧 （U probe）

4.2 メ ニュー項目 [INFO （イ ンフ ォ） ] の説明

[INFO （イ ン フ ォ） ] メ ニ ュー項目は、 以下のパラ メ ーターの設定情報を表示し ま
す。 この メ ニューは、 「Setup-Info 1」 と 「Setup-Info 2」 の 2 ページで構成されてい
ます。 2 つのページはス ク ロールで切 り 替えます。

ト リ ガーレベル

選択さ てれいる リ ーク レー ト ト リ ガー値を表示し ます （例 ： 10 g/a）。

ALT. ト リ ガーレベル

選択されている代替の リ ーク レー ト ト リ ガー値を表示し ます。 「%」 で入力し た値
は、 絶対値に換算されて表示されます。

Setup-Info 1: ト リ ガーレベル

代替 ト リ ガーレベル

ボタ ン

音量

Setup-Info 2: 日付

時間

次の校正
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ボタ ン

プローブ上のボ タ ンの機能 と し て、 選択し た設定 （オフ、 ALT、 テス ト ） を表示し
ます。

音量

ラ ウ ド ス ピーカーの音量設定を表示し ます。

日付

現在の日付を年、 月、 日で表示し ます。

時間

現在の時間を時、 分、 秒で表示し ます。

次の校正 

校正の実行を促す メ ッ セージが、 表示される までの残 り 時間を 「時間」 と 「分」 で
表示し ます。

4.3 メ ニュー項目ス タ ンバイ

ス タ ンバ イ キーを押す こ と に よ り 、 HLD5000 はス タ ンバ イ モー ド に移行し ます。
ス タ ンバ イ モー ド ではハン ド ル内のバルブは機能せず、 ダ イ ア フ ラ ムポンプ も停
止し ます。

ス タ ンバイモード では、 リ ーク レー ト を測定でき ません。

自動シ ャ ッ ト ダウ ン機能によ らず、[Standby( ス タ ンバイ )] ボタ ンを押し て HLD5000
を ス タ ンバイモード にし た場合 （[AUTO STANDBY( オー ト ス タ ンバイ )] メ ニ ュー
項目によ り 設定可能）、その後 25 秒間は任意のキーを押しすこ と によ ってのみ装置
を再起動でき ます。

この後は、 HLD5000 の任意のキーを押すと、 あ るいはハン ド ルを動かす と、 リ ーク
デ ィ テ ク タは測定モード に戻 り ます。
HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 ) 4-9
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4.4 ガス種の選択

1 種類のガス用のプローブ （選択式 ： カ タ ロ グ No. 510-010 ～ 510-016 またはスニ
フ ァーラ イ ンカ タ ロ グ No. 511-030 ～ 511-036） の場合、 検出するガス種は、 該当
する スニフ ァーラ イ ンを選択し て接続する こ と によ り 変更し ます。

Smart probe の場合は、 あ ら かじめプロ グ ラ ム されている 5 種類のガス と ユーザー
設定可能な 3 種類のガスの リ ス ト から、 検出するガス を選択する こ と ができ ます。
(4.1.1 章の、 『ガス種』 を参照 )

4.5 校正

HLD5000 は リ ークデ ィ テ ク タ を校正する ために、 校正 リ ー ク を内蔵し ます。 校正
リ ー ク の使用期間は約 2 年間です。 使用期間終了前に、 校正 リ ー ク の交換を促す
メ ッ セージが表示されます。

注記 HLD5000 の CO2 バージ ョ ンには、 専用に校正された リ ーク が装備されてい

ません。 校正は、外部校正 リ ーク によ ってのみ実行する こ と ができ ます（4.1.1

章の 『ガス種』 を参照）。

注記 Smart probe をユーザー設定可能なガスで使用する場合は、 このガス種の校正

係数を入力後、 外部校正 リ ーク で校正し て く だ さい。

注記 校正 リ ーク には寿命があ るので、 交換用の校正 リ ークはあ らかじめ購入し な

いで く だ さ い。 すでにお手元にあ る校正 リ ークはすべて冷所で保管し て く だ

さい。

注記 測定の精度を保つために、 ス イ ッ チをオンにし てから少な く と も 5 分待って

構成を実施し て く だ さい。

4.5.1 校正の確認

校正は、 プローブ上のボタ ンを押さずに校正ポー ト にプローブチ ッ プを挿入する こ
と で確認でき ます。 その後、 校正の状態 （成功 / 失敗） を示す メ ッ セージが表示さ
れます （4.1.4 章、 『マニ ュ アル校正』 も参照）。

リ ーク レー ト デ ィ スプレ イにおいて、 100% を示すマーク の左右にあ る 2 つの LED
が点滅し ます。 測定値が こ のマー ク の外側にあ る場合、 再度の校正が必要です。
 校正中のプロセス と同様、 現在の測定値は 2 つの移動する LED によ って表示され
ます。 さ らに校正の状況 （ステータ ス） がデ ィ スプレ イに表示されます。

再校正はボタ ンを押すとすぐに開始し ます。 プローブチ ッ プは校正ポー ト から離す
必要はあ り ません。

再校正が必要な場合は、 デ ィ スプレ イに メ ッ セージが表示され、 ア ラーム音で知ら
せます。

校正のチェ ッ ク中、 プローブは振動させず、 校正ポー ト に垂直に挿入し たま まにし
て く だ さい。
4-10 HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 )
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4.5.2 HLD5000 の校正 COOL-Check 

HLD5000 を校正する場合は、プローブ上のボタ ンを押し、本体前面にあ る校正ポー
ト にスニフ ァーチ ッ プを挿入し て く だ さい。 これによ り 、HLD5000 は校正を自動で
実行し ます。 校正中、 プローブ上のボ タ ン を押し た ま まにする必要はあ り ません。
校正の進度状況は、 デ ィ スプレ イ に表示 さ れます。 校正が正常に終了し た場合も
デ ィ スプレ イに表示されます。

注記 校正中は、 プローブは振動させず、 校正ポー ト に垂直に挿入し たま まにし て

く だ さい。 振動し た り 、 斜めに挿入される と、 校正が正常に実行でき ません。

注記 校正中は、 校正 リ ーク の開口部に強い気流 （エア コ ン装置等） を当てないで

く だ さい。

注記 延長チ ッ プ （カ タ ロ グ No. 511-020） を使用し て校正を実行する場合、 校正

リ ーク の開口部に挿入し て、 チ ッ プが開口部の中央に位置づけ られる よ う に

し て く だ さい。

 

図 4-2 校正ポート開口部

図 4-3 校正リーク
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4.5.3 校正 リ ーク （COOL-Check）

校正 リ ークは本体の底面に格納されます。 校正 リ ークはプ リ ン ト 基板と一体のガス
缶です。

校正 リ ーク の残量が少な く な る と、 メ ッ セージ 「間も な く テス ト リ ークが空です。

リ ーク が間も な く な く な り ます。 交換し て く だ さい」 が表示されます。

校正 リ ーク の残量が完全に無 く な る までの期間 （2 ～ 3 か月） 内に校正 リ ーク を交
換し て く ださ い。

「COOL-Check」 の交換方法は 6.2.5 章を参照し て く だ さい。

注記 校正 リ ーク には寿命があ るので、 交換用の校正 リ ークはあ らかじめ購入し な

いで く だ さい。

4.6 シ ャ ッ ト ダウ ン

HLD5000 は、電源ス イ ッ チを操作する こ と によ り 、 その と きのモード と は無関係に
いつで も ス イ ッチをオフにする こ と ができ ます。

すべてのパラ メ ータは、 HLD5000 の電源を切る と同時に保存されます。

4.7 異な る冷媒への変更

HLD5000 において別のプローブを使用する場合は、HLD5000 をシ ャ ッ ト ダウ ン し、
使用し ていたスニフ ァーラ イ ンを外し て、 異な るプローブを備えた別のスニフ ァー
ラ イ ンを接続し て く だ さい。 HLD5000 を再起動する と、画面の左上部にプローブの
種類が表示されます。
4-12 HLD5000 の設定 ( メ ニュー構造 )
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5 メ ッ セージ

リ ーク検知モード では、HLD5000 の操作に関連する情報がデ ィ スプレ イに表示され
ます。 リ ー ク デ ィ テ ク タ の設定に関連する メ ッ セージの他に、 警告やエ ラー メ ッ
セージ もデ ィ スプレ イに表示されます。

HLD5000 は内部に自己診断の機能を装備し ています。 コ ン ト ローラ ボー ド に発生
し たエ ラー （障害） を自己診断機能が検出し た場合、 エラーの状況が メ ッ セージ と
し て、 デ ィ スプレ イに表示されます。

エ ラーは HLD5000 が自動で復旧する こ と のでき ない障害です。 エ ラーが発生する
と、 測定シーケン スは強制的に中断されます。 エラーは、 デ ィ スプレ イにテキ ス ト
表示されます。 エラー音はツー ト ーンの音です。

エラー メ ッ セージを確認し た ら、 [OK] キーを押し て く だ さい。

エラー状態が続 く 限 り 、 警告を示す三角マークは、 デ ィ スプレ イの下部に表示され
ています。

装置を使用し てい る と き に表示 さ れる エ ラー メ ッ セージ と その対策を以下の表に
示し ます。

ト ラブルシ ューテ ィ ングに対する注記事項 と同様に、 エラー メ ッ セージの一覧表は
「修復手順書 （kipa40e1）」 に記載されています。

表示 メ ッ セージ 説明／考え られる原因 対処

警告 02 ：

光電センサーに汚れが付着し ています

- COOL-Check の開口部にホ コ リ が

堆積 し、 光電セ ン サーを遮っ てい

る ：

1） HLD5000 を停止し て く だ さい。 
2） 圧縮空気で COOL-Checkの開口部をブ

ローし て く ださ い。

3） HLD5000 を再起動し て く ださ い。

こ の処置の効果がなければ、 COOL-
Check のマニ ュ アル校正を行って く だ さ

い。 メ ニ ューで説明されている手順に

沿って、 操作を進めて く ださ い。

エラー 05 ：

センサーの感度が低下しすぎています！

- セルが水蒸気で汚染されている ：

- ス ニ フ ァ ー ラ イ ン内のセ ンサーが

不良になっている ：

セル内の水量に応じ て 1 分から 2 時間の

範囲で HLD5000 を運転させ、 セルを洗

浄し て く だ さい。

センサーを交換し て く だ さい。

警告 07 ：

校正 リ ーク のガス残量がゼロ間近です

交換し て く ださ い！

- COOL-Check のガス量は 3ヶ月以内

でゼロにな る ：

- 設定し た日付が誤っている ：

 COOL-Check を交換し て く ださ い。

現在の日付を リ ーク テス ター本体で設定

し て く だ さい。

エラー 25 ：

校正 リ ーク の温度が高 く な り すぎていま

す！

- リ ー ク テ ス タ ー本体を載せた下敷

きが高温になっている ：

- 周囲の温度が高すぎ る ：

リ ーク テス ターを高温の下敷きから下ろ

し て く だ さい。

機器が設置し てあ る場所周囲の温度を低

下させて く ださ い。

エラー 26 ：

校正 リ ーク の温度が低 く な り すぎていま

す！

- 周囲の温度が低 く な り すぎている ： 機器が設置し てあ る場所周囲の温度を上

昇させて く ださ い。

エラー 27 ：

筐体の温度が高くなりすぎています！

- 周囲の温度が高 く な り すぎている ：

- フ ァ ンが不良か、 または動作でき な

く なっている ：

機器が設置し てあ る場所周囲の温度を低

下させて く ださ い。

フ ァ ンを交換し て く だ さ い。
メ ッ セージ 5-1
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校正 リ ーク のガス残量がゼロ間近です！

交換し て く だ さい！
- COOL-Check のガス量がゼロに

なっている ：

- リ ー ク テ ス タ ー本体で設定 し た日

付が誤っている ：

COOL-Check を交換し て く だ さ い。

リ ーク テス ター本体で日付の設定をや り

直し て く ださ い。

校正ができ ません

内部試験のガス種が誤っている  

- スニフ ァーラ イ ンの SMART がユー

ザー指定のガ ス にプ ロ グ ラ ム設定

されているか、 または、 CO2 用のス

ニフ ァーラ イ ンが接続されている ：

外部の校正 リ ーク を使用し て、 校正結果

をチェ ッ ク し て く だ さい。

校正時間が上限を上回 り ま し た - 光電セ ン サーに汚れが付着 し てい

る ：

1） HLD5000を停止し て く ださ い。 2） 圧縮

空気で COOL-Check の開口部をブロー

し て く ださ い。

3） HLD5000 を再起動し て く だ さい。

表示 メ ッ セージ 説明／考え られる原因 対処
5-2 メ ッ セージ
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6 メ ンテナン ス

6.1 INFICON によ る アフ ターサービ ス

HLD5000 を INFICON へ返送する場合は、 健康に有害な物質があ るかど う か、 汚染
されていないかど う かを明記し た 「汚染申告書」 を添付し て く だ さい。 汚染されて
いる場合には、 危険性の性質を明示し て く だ さい。 こ のために、 要求に応じ て当社
が送付し た書式を使用し て、 または本書から コ ピーし た ものを使用し て く ださ い。

この書式は 「汚染状況申告書」 を と呼ばれています。

こ の書式は HLD5000 に貼 り 付け るか、 リ ークデ ィ テ ク タに同梱し て く だ さ い。 こ
の 「汚染状況申告書」 は法律に合致する ために必要 と されてお り 、 弊社の社員を保
護する ためにも必要な ものです。 正確に記入し て く だ さい。

「汚染状況申告書」 が添付されていない場合、 INFICON は リ ークデテ ィ ク タ を発送
元に返送し ます。

6.2 メ ンテナン ス作業

HLD5000 は定期に実施する メ ンテナン ス項目があ り ません。 必要に応じ て以下の
作業を実施し て く だ さい。

6.2.1 フ ィ ルタの交換

フ ィ ルタは、 吸入された空気をろ過する役割を果た し ています。 エアフ ローを妨害
し ないため、 そ し て HLD5000 を汚染から保護する ために、 すべてのフ ィ ルタは定
期的に交換し て く だ さい。

HLD5000 には、 3 個のフ ィ ルタが備え られています。 2 個はスニフ ァーチッ プに備
え られ、 スニフ ァーラ イ ンを通る空気をろ過し、 1 個のエアフ ィ ルタはハウジング
の底部に備え られています。 

6.2.1.1 スニフ ァーラ イ ンのフ ィ ルタの交換

1 週間に 1 度はプローブチ ッ プのフ ィ ルタ ホルダーを交換し、 1ヶ月に 1 度はスニ
フ ァーチ ッ プ底部のシ リ コ ンフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを交換する こ と を推奨し ます。

「フ ィ ルタ交換要求」 機能が有効になっている と、 40 時間の運転時間ご と に、 「フ ィ
ルタ を交換し て く だ さい」 と い う メ ッ セージが表示されます。 フ ィ ルタ ホルダーを
交換し、 メ ッ セージを確認する と、 この機能の内部カ ウ ン ターが リ セ ッ ト され、 そ
の後運転時間が 40 時間経過する と、 再び同 じ メ ッ セージが表示 さ れます。 ス ニ
フ ァーラ イ ンのフ ィ ルタが汚染されていた り 、 詰ま っていた り する と、 汚れたチッ
プのフ ィ ルタ ホルダーの場合 と同じエラー メ ッ セージが表示されます。 汚れている
場合は、 設定されている時間にな る前に、 「測定ラ イ ンの流量が低すぎ ます」 また
は 「基準ラ イ ンでの流量が低すぎ ます」 と い う エ ラー メ ッ セージが表示されます。
これらの メ ッ セージが表示された ら、 最初にチ ッ プのフ ィ ルタ ホルダーを交換し て
く だ さい。 これで も問題が解決されない場合は、 フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジ も交換し て
く だ さい。 
メ ンテナン ス 6-1
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プローブチ ッ プの細密フ ィ ルタは、 フ ィ ルタ ホルダーにし っか り と組み込まれてい
ます。 以下の手順に従い、 フ ィ ルタ ホルダーを交換し て く だ さい ：

1 プローブチ ッ プから フ ィ ルタ ホルダーを回し て外し て く だ さい。

2 新しいフ ィ ルタ ホルダーを回し て取 り 付けます。 

交 換 用 の フ ィ ル タ ホ ル ダ ー は、 20 個 セ ッ ト で 入 手 で き ま す （カ タ ロ グ
No. 511-027）。

スニフ ァーチ ッ プ底部の細密フ ィ ルタは、 シ リ コ ンカー ト リ ッ ジにし っか り と組み
込まれています。 以下の手順に従い、 フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを交換し て く ださ い ：

1 スニフ ァーチ ッ プ底部のネジを緩め、 プローブのハン ド ルから スニフ ァーチ ッ プ
を外し て く だ さい。

2 スニフ ァーチ ッ プ底部から、 フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを外し ます。

3 新しいシ リ コ ンフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを、 測定ラ イ ン と基準ラ イ ンの両端に取 り
付けます。

4 プローブハン ド ルにスニフ ァーチ ッ プを再び取 り 付け、 スニフ ァーチ ッ プ底部の
ネジを締めて く だ さい。 

交換用の フ ィ ル タ カ ー ト リ ッ ジ は、 20 個セ ッ ト で入手で き ま す （カ タ ロ グ
No.511-018）。

6.2.1.2 ハウジング底部のエアフ ィ ルタの交換 

ハウジング底部のエアフ ィ ルタは、 濃い灰色になった ら、 あ るいは明らかに汚れて
いる場合には交換し て く だ さい。 

1 HLD5000 の電源ス イ ッ チをオフにし、 電源プラ グを引き抜き ます。

2 フ ィ ルタ中央部のネジを外し ます。

3 フ ィ ルタ を外し、 汚れの程度によ り 、 交換するか ク リ ーニング （圧縮空気やブラ
シなどで） し て く だ さい。

4 再びフ ィ ルタ を取 り 付けます。

5 ネジを締めて く ださ い。

交換用のエアフ ィ ルタは、 カ タ ロ グ No.200 000 086 で入手でき ます。

注 意
スニフ ァーラ イ ンのフ ィ ルタ を交換する前に、 HLD5000 のス イ ッ チをオフにし て

く だ さ い。 

フ ィ ルタ を交換する際に、粒子が吸気開口部に入ら ないよ う に注意し て く だ さい。

注 意
ハウジング底部のエアフ ィ ルタ を交換する前には、 HLD5000 の電源を切って く だ

さい。
6-2 メ ンテナン ス
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6.2.2 校正 リ ークの開口部のク リ ーニング

校正 リ ーク の開口部の光バ リ アを汚れの侵入から保護する ために、 きれいな圧縮空
気によ り 開口部を定期的にブローし て く だ さい。

6.2.3 ク リ ーニング

HLD5000のハウジングはプラ スチ ッ ク製です。 プラ スチ ッ ク面を損傷し ない洗浄剤
( 住居用中性洗剤等) でハウ ジングの表面を清掃し て く だ さい。 プラ スチ ッ ク面を損
傷する溶剤は使用し ないで く だ さい。

6.2.4 ヒ ューズの交換

ヒ ューズホルダー （図 2-2/8） は本体 HLD5000 背面にあ る電源コード ソ ケ ッ ト の
下にあ り ます。 ヒ ューズを交換する手順を以下に示し ます。

･ 中央にあ る ピンを押し下げて、 ヒ ューズホルダーを引き出し ます。

･ ヒ ューズを取 り 外し、 確認し ます。

･ 必要に応じ て新しい ヒ ューズを挿入し て く ださい。 いかな る場合も同等ク ラ スの 2 つの

ヒ ューズを使用し て く ださい。 メ イ ン ヒ ューズの規格はス ローブロー T 1 A （直径 5 ×

20mm） です。

･ 再度 ヒ ューズホルダーを挿入し、 安全ピンがかみ合 う まで押し込みます。

ヒ ューズを交換後、 HLD5000 に電源コー ド を再度接続し、 リ ークデ ィ テ ク タのス
イ ッチをオンにし て く だ さい。

警 告

ヒ ューズを交換する場合は、 まず電源コード を抜いて く だ さい。
メ ンテナン ス 6-3
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6.2.5 校正 リ ーク の交換 (SF6/CO2 バージ ョ ンを除 く )

「間も な く テ ス ト リ ーク が空です。 交換し て く だ さ い」 の メ ッ セージが表示されて
から少な く と も 2 ～ 3 か月以内に校正 リ ーク を交換し て く だ さい。 以下の手順で校
正 リ ーク を交換し て く ださ い。

･ HLD5000 のス イ ッチをオフにし て、 電源プラ グを引き抜き ます。

･ 底面が見える よ う に本体を横に倒し ます。

･ 黄色のプラ スチッ クねじ を逆方向に回転し て外し ます。

･ 校正 リ ーク を慎重に取 り 外し ます。 ケーブルに損傷を与えないで く ださい。

･ 校正 リ ーク のプ リ ン ト 基板からプラ グ （青） を引き抜き ます。

･ 新しい校正 リ ーク のプラ グ部を ソ ケ ッ ト に挿入し ます。

･ 新しい校正 リ ーク を挿入し、 プラグ付きのケーブルを穴から通し、 接続し ます。

･ ネジで固定し ます。 この と き、 ゴム製シールが校正 リ ークの底面に正し く 当た り 、 校正

リ ーク の出口開口部が校正 リ ーク の受け側開口部のほぼ中央に位置する こ と を確認し ま

す。

･ HLD5000 の電源ス イ ッチをオフにし、 5 分後に新しい校正を実施し ます。

使用済みの校正 リ ーク の缶内には 5bar 以上の冷媒が残留し ている可能性があ り ま
す。 従って、 COOL-Check は法規に準じ て適切に処置するか、 または INFICON や
サプラ イヤに返送し て く だ さい。
6-4 メ ンテナン ス
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図 6-1 汚染状況申告書

INFICON GmbH

Bonner Str. 498,50968 Cologne, Germany
Tel: +49 221 3474 2222   Fax: +49 221 3474 2221
www.inficon.com   leakdetection.service@inficon.com

zisa01e1-a

Declaration of Contamination

 Legally binding declaration:
 I/we hereby declare that the information on this form is complete and accurate and that I/we will assume any further costs that may
 arise. The contaminated product will be dispatched in accordance with the applicable regulations.

 Organization/company
 Address   Post code, place

 Phone   Fax

 Email
 Name

Date and legally binding signature   Company stamp

1) or not containing any amount
 of hazardous residues that
 exceed the permissible ex-
 posure limits

 Process related contamination of product:
 toxic no � 1) yes �

 caustic no� 1)           yes �

 biological hazard no�           yes � 2)
 explosive no�           yes � 2)

 radioactive no�           yes � 2)

 other harmful substances no� 1)           yes �

The service, repair, and/or disposal of vacuum equipment and components will only be carried out if a correctly completed declaration has 
been submitted. Non-completion will result in delay.
This declaration may only be completed (in block letters) and signed by authorized and qualified staff.

Copies:
Original for addressee - 1 copy for accompanying documents - 1 copy for file of sender

   Harmful substances, gases and/or by-products
    Please list all substances, gases, and by-products which the product may have come into contact with:

Trade/product name Chemical name
(or symbol)

Precautions associated
with substance

Action if human contact

Description of product
 Type
 Article Number
 Serial Number

 Reason for return

 Operating fluid(s) used (Must be drained before shipping.)

The product is free of any sub-
stances which are damaging to
health                                 yes �

This form can be downloaded 
from our website.

2)     Products thus contami-
 nated will not be ac-
 cepted without written
 evidence of decontami-
 nation!
メ ンテナン ス 6-5
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図 6-2 適合宣言書
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